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農業教育や農業教員は新教育時代の先駆け

熊本県高等学校教育研究会農業部会長

熊本県立熊本農業高等学校長 森山 大介

平成３０年度熊本県高等学校教育研究会農業部会の科目「課題研究」実践集

（第１９号）の発刊を喜びたいと思います。

新学習指導要領では、科目 「課題研究」が新しい時代に必要となる資質・

能力を踏まえた古くて最先端の科目といえます。

「課題研究」の目標は、農業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学

習活動を行うことなどを通して、社会を支え産業の発展を担う職業人を育成す

る。農業に関する課題を発見し、解決策を探求し、科学的な根拠に基づいて創

造的に解決する力、自ら学び、農業の振興や社会貢献に主体的かつ協働的に取

り組む。となっています。

「何ができるようになるか」で新しい時代に必要となる資質・能力の育成と

そのための各学校の教育課程を社会と連携・協働しながら「社会に開かれた教

育課程」（カリキュラム・マネジメント）を実現します。まさに農業高校がこ

れまで実践してきたコミュニティ・スクールそのものです。

「どのように学ぶか」で農業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学

習活動を行い解決策を探求する、主体的・対話的で深い学びで「生きて働く知

識・技能の習得」「未知の状況にも対応できる思考力・判断力・表現力の育成」

「学びを人生や社会に生かそうとする学びに向かう力・人間性の涵養」を目指

す教科農業で実施してきたＰ→Ｄ→Ｃ→Ａサイクルまさにプロジェクト学習法

です。また「深い学び」を実現する上では，課題の解決を図る学習や地域や産

業現場で実践を行う「課題研究」の果たす役割が大きいといえます。

中央教育審議会は、平成31年1月21日新学習指導要領での学習評価の在り方

を最終決定し、小・中学校と同様に高校にも観点別評価が導入されます。学習

指導と学習評価の一体化し学習評価を通じて、学習指導の在り方を見直すこと

や個に応じた指導の充実を図ることになります。しかもペーパーテストに偏ら

ない学習過程を含めた多様な評価が求められています。現行の学習評価の４観

点「関心・意欲・態度」「思考・判断・表現」「技能」「知識・理解」から「知

識及び技能」「思考力・判断力・表現力」「主体的に学習に取り組む態度」に整

理し、学校教育法第３０条の②項に規定している学力の３要素と対応させてあ

ります。高校でも観点別評価を指導要録に記載することになり、大学入試の調

査書でも観点別学習状況を活用するように検討されています。

ともあれ「課題研究」については、農業学習の集大成として専門的な知識と

技術を関連付け、その深化・総合化を図るための科目として課題研究を進路実

現につなげ勤労を重んじた態度でそれぞれの進路先で輝ける力をつけてもらい

たいと願っています。
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